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はじめに 

SiCやGaNパワーデバイスの登場によって数MHz以上の高周波で高効率なパ

ワーエレクトロニクス機器への関心が高まっている[1]。一方でインダクタ等の

受動部品の磁心材料の損失評価の問題が顕在化しており、現在数MHzを超え

る高周波電力用磁心を動作環境に近い高磁場下で評価する装置や手法が確立さ

れていない。我々 は、プリント回路基板(PCB)を用いて多段の直列共振回路を

構成して励磁用コイルとすることで高周波、高磁場下での軟磁性材料の測定の

実現を目指し、まずはリジット多層基板を用いた励磁用コイルの作成を試みた

[2]。磁化測定を行う際には、励磁用コイルに加え磁束変化を捉えるピックアッ

プコイルも組み込む必要があるがリジット基板では設計を柔軟に変えることが

困難であり、試作の効率が悪い。そこで今回は1層ずつフレキシブル基板を積

み重ねることにより任意の層にピックアップコイルを配置できるようにした。 

 

実験方法 

Fig. 1(a)に試作した一層分の励磁用コイルを示す。これを18度ずつずらしながら

接着し、60層の励磁コイルを作製した(Fig. 1(b))。一層毎に積層セラミックコン

デンサを挿入した60段のLC直列共振回路とし、共振周波数が4 MHzとなるよ

うに積層セラミックコンデンサを適用した。このコイルにFig.2のようにハーフ

ブリッジ回路に接続して測定を行った。        

                                                                                       

結果         

インバータ出力電圧をVin=163.8 Vとしてコイルに流れる電流をデジタルオ

シロスコープで観測した波形をFig. 3に示す。この際測定全体で数μs程度

の動作で済むので発熱によるコイルの破損は問題にならない。今回の実験で

はコイルに最大23 Aの電流を流すことができ、これはコイル中心に0.21 T

の磁場が発生していることを意味する。本手法を用いることでコイルの磁場

発生部分に高周波かつ大振幅の磁場を発生させることができることが確認さ

れた。今後は実際に励磁コイルにピックアップコイルを実装し、ピックアッ

プコイルを用いた磁化測定について検討を進める。 
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